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し
に
向
き
合
っ
た
市
政
を
推
進
す
る
こ
と

が
大
切
で
あ
る
と
実
感
い
た
し
ま
し
た
。 

さ
て
、
市
で
は
後
期
基
本
計
画
に
基
づ
い
た

重
点
施
策
と
し
て
、
道
路
・
橋
り
ょ
う
の
維

持
管
理
・
更
新
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
お
り

ま
す
。
先
日
の
台
風
一
九
号
に
お
き
ま
し
て

も
、
道
路
や
橋
脚
の
損
壊
な
ど
が
発
生
い
た

し
ま
し
た
が
、
定
期
的
な
点
検
と
計
画
的
な

補
修
に
よ
っ
て
、
災
害
に
強
い
都
市
整
備
基

盤
づ
く
り
に
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。 

そ
の
他
、
地
域
の
皆
様
の
安
全
確
保
の
た

め
に
、
国
や
東
京
都
と
連
携
し
、
堤
防
の
早

期
補
修
等
の
安
全
対
策
事
業
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
支
援
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

終
わ
り
に
、
西
多
摩
建
設
業
協
同
組
合
の

ま
す
ま
す
の
ご
発
展
と
組
合
員
の
皆
様
方

の
ご
健
勝
と
ご
活
躍
を
心
か
ら
ご
祈
念
申

し
上
げ
ま
し
て
、
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。 

 

 

 
 
 
 
 

市
長
就
任
の
ご
挨
拶 

 

あ
き
る
野
市
長 

 

村 

木 
 

英 

幸 
 

西
多
摩
建
設
業
協
同
組
合
の
皆
様
に
は
、
日

頃
か
ら
市
行
政
に
多
大
な
る
ご
協
力
を
い
た
だ

き
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

こ
の
度
の
、
あ
き
る
野
市
長
選
挙
に
際
し
ま

し
て
は
、
皆
様
方
の
力
強
い
ご
支
援
と
ご
厚
情

を
い
た
だ
き
、
あ
き
る
野
市
長
の
重
責
を
担
わ

せ
て
頂
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
組
合
員

の
皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
心
よ
り
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

さ
て
、
先
日
の
台
風
一
九
号
は
、
全
国
各
地

に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。 

こ
こ
に
謹
ん
で
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た

方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
す
る
と
と
も
に
、
一

日
も
早
い
復
興
を
心
か
ら
願
う
次
第
で
あ
り
ま

す
。 

当
市
に
お
き
ま
し
て
も
、
住
宅
の
床
上
浸
水

や
家
屋
の
河
川
崩
落
な
ど
、
市
内
各
地
で
被
害 

が
あ
り
ま
し
た
。
幸
い
な
こ
と
に
重
篤
な
人
的

被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
被
害
に
遭
わ

れ
た
方
々
や
地
域
の
方
々
が
、
一
日
も
早
く
平

穏
な
日
常
生
活
を
取
り
戻
せ
る
よ
う
、
市
と
し

て
も
生
活
再
建
支
援
や
災
害
復
旧
に
全
力
を
尽

く
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。 

ま
た
、
組
合
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

こ
の
度
の
災
害
復
旧
に
向
け
て
、
多
大
な
る
ご

協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
を
こ
の
場

を
借
り
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

今
回
の
災
害
を
通
じ
て
、
安
全
・
安
心
な
暮

ら
し
を
守
る
防
災
事
業
の
重
要
性
を
改
め
て
認

識
す
る
と
と
も
に
、
市
民
一
人
ひ
と
り
の
暮
ら 

施行体験記 

歩道設置工事（２８北北－全生園） 

朝日建設㈱  

現場代理人兼監理技術者 加藤 晴雄 
施工場所：東京都東村山市青葉一丁目地内  

主要地方道東京所沢線（第４号） 

 

この度、当社が施工を担当した、東京都北多摩北部建設事務所

発注「歩道設置工事（２８北北－全生園）」について令和元年度東

京都建設局優良工事表彰という予想だにしない大変に名誉な賞を

頂戴でき、工事関係者皆様への感謝の気持ちとともに事の大きさ

に私自身只々驚いております。この工事は東京都東村山市青葉一

丁目地内の主要地方道東京所沢線（第４号）において、歩道を全

面的に整備する工事で、工事期間が約１年に渡る大規模なもので

した。現場代理人として初めて現場を確認した際には、この業界

に入り４０年あまり経ちますが、多岐にわたる工種や色々な条件

を考慮してみても１番か２番の難しい工事であり「自分にやり切

れるだろうか」と少し不安になりました。準備を始めてまず苦慮

したのが、資材・重機置場の確保でした。土地勘が無くどこをど

う探せばよいのか、地元で施工するのとは違い容易に探すことが

出来ませんでした。また、地元（奥多摩町）とは違い通勤を含め

た市街地の移動時間が予想以上に掛かることにも苦慮しました。

工事の進行に伴い沿道にお住いの方や各会社の皆様に通行止め等

のお願いにまわった際に再認識したことは何事も後手に回らずに

先手先手に動けば前向きに答えて頂けるということでした。春か

ら始めた工事も冬となり舗装の打ち換え工事を残すのみとなりま

した。その冬（平成３０年１月から３月）は珍しく寒い冬であち

らこちらでの水道管破裂を耳にしました。いつにもまして寒い厳

冬期のアスファルト合材の運搬では温度低下が懸念材料でした。

温度を下げな 

いためにプラ 

ント関係者と 

協議により出 

荷温度を通常 

より上げるこ 

とや、運搬ダ 

ンプのシート 

を 2枚掛け、 

待機時間を減 

らすため緊密 

なプラントと 

の連絡調整な 

どの対応によ 

り無事アスファルト舗装工も品質を落とすことなく完成すること

ができました。 

北多摩北部建設事務所の皆様・東村山工区の皆様にはご迷惑を

お掛けしながらも、色々なアドバイスや支援を頂き 1年余りの工

事を完了できました。竣工の際には「きれいに仕上がった」とお

褒めの言葉を頂けました。また地域の方からも「振動・水跳ねが

無くなり良かった」と労いのお言葉を頂き大変安堵しました。現

場を完成させるまでには何かと苦難を伴いましたが、やれば出来

るということを再確認できました。関係者の皆様に心より感謝い

たします。大変ありがとうございました。 

第２回アンケート結果  

～一般社団法人設立について～ 
 

過日はアンケートに御協力頂きありがとうございました。 

第２回目のアンケート集計結果を発表いたします。 

今回は一般社団法人の設立についてです。 

設立に賛成の意見が５３パーセント、反対が６パーセント、分か

らない･説明会を開いて欲しいが４１パーセントでした。  

説明会を開いて欲しいという意見では、「設立の意義、運営方法、

設立によるメリット･デメリット、入会資格等」について説明して

ほしいという意見が寄せられています。今後の設立に向けての参

考とさせて頂きます。ありがとうございました。 

賛成

53%

反対

6%

分からない（説明会

を開いてほしい）
41%

 
 

 

 

令和元年度 

建設業年末年始労働災害防止強調期間 

 ◎本期間：令和元年１２月１日～令和 2 年１月１５日  

         ―スローガン― 

      無事故の歳末 明るい正月 
 

      建設業労働災害防止協会東京支部 西多摩分会 
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 １０ 月 事 業 報 告  

１日～７日 全国労働衛生週間 

３日 事業委員会 

７日 総務委員会 

８日 広報委員会 ３０３号編集 

１１日 災害対策安全委員会 

１５日 理事会 

 １１ 月 事 業 計 画  

１日 事業委員会 

５日 若手経営者の会 役員会 

７日 「西多摩地区建設業界暴力団等排除協議会」 

令和元年度研修会（講演）並びに第１４回総会 

     会場：あきる野ルピアホール 

     時間：１４時から１６時３０分 

１２日 広報委員会 ３０４号編集 

１４日 災害対策安全委員会 

１６日 秋川流域委員会 

１８日 総務委員会 

１９日 理事会 

２０日 多摩地区建設事務所との意見交換会開催 

     （三多摩建設業連合会） 

 

◇日建学院青梅認定校（西建協）からのご案内◇ 

受講生募集案内  『合格のための受験対策講座』 

<青梅校 2020年度開講講座〉 

◎１級建築施工管理技士学科コース  毎週 火・木 

講義日程 ２月中旬～６月上旬  18：30～ 

◎１級土木施工管理技士学科コース  毎週 火・木 

講義日程 ３月中旬～６月下旬  18：40～ 

◎給水装置工事主任技術者講座    毎週 火・木 

講義日程 ７月下旬～１０月中旬 18：40～ 

◎２級土木施工管理技士学科コース  毎週 月・水 

講義日程 ３月中旬～６月上旬  18：30～ 

◎２級土木施工管理技士（学科・実地）コース 毎週 火・木 

講義日程 ６月下旬～１０月中旬 18：30～ 

◎宅地建物取引主任者本科コース   毎週 水 

講義日程 ３月中旬～１０月中旬 

◎２級建築施工管理技士（学科・実地）コース 毎週 火・木 

講義日程 ８月中旬～１１月上旬 

西多摩建設業協同組合が「日建学院認定校」として青梅校を開

講（１１年目）致します。 

会員企業の皆様からの受講問合せ（受講申込）等の連絡を   

お待ちしております。 

＊詳細説明は随時致します。 

＊先ず下記までお問合せ下さい。 

連絡先 青梅認定校（西建協） 0428-22-6245 石川 

       日建立川校   担当：澤田 080-9349-3870 

 

◇ あ と が き ◇ 

紅葉が美しく色を染め、冬の到来をいっそう間近に

感じる季節になりました。 

台風１５号に引き続き、１０月１２日に猛威を振る

った台風１９号は関東地方や甲信地方、東北地方など

に甚大な被害をもたらしました。 

また、この西多摩地区においても道路の崩壊、法面

の土砂崩れなど被害を受けました。西多摩建設業協同

組合員の皆様におかれましては、当日の緊急出動、土

砂の撤去作業、崩壊した道路の復旧作業に追われたと

思います。皆様本当にお疲れさまです。 

被害を受けられた皆さまへ、謹んでお見舞い申し上

げるとともに、一日も早い復興を心よりお祈り申し上

げます。 

              ～ 広 報 委 員 ～ 

ご当地ゆるキャラ（イメージキャラクター）紹介 

第２回～たっけー☆☆～ 

西多摩地区のゆるキャラ紹介、第２回は福生市です。 

福生と言えば七夕祭り、来年で開催７０回を迎える歴史あるイベン

トです。 

１９５１年（昭和２６年）にスタート、その起源は仙台七夕祭り

だそうです。当時の人口は、１万５千で、駅前の道路幅員は８メー

トルだったそうです。 

近年では、４０万人が来場する福生七夕祭りのイメージキャラク

ターとして、２０００４年に誕生した竹（飾り）の妖精が、たっけ

ー☆☆です。 

福生市役所ホームページにて、公式グッズも紹介されています。 

 

＜プロフィール＞ 

名前：たっけー 

読み：たっけー 

出身地： 

東京都福生市 

生年月日： 

2004年 7月 7日 

性別：男 

好きなもの： 

福生ドッグ 

特技：たっけー☆☆ハイタッチ 

特徴：60年以上も続き、毎年 40万人の来場者で賑わう、 

福生七夕まつりから誕生した竹（飾り）の妖精。 

いろんなところへ出没しては、願いが叶うと巷で話題

（？）の、「たっけー☆☆ハイタッチ」でみんなに幸せを

運ぶ！ 

 

【西建協だより３００号発刊記念誌】 

作成のお知らせ 

日頃より弊誌をお読み頂きありがとうございます。 

〈西建協だより〉は、第１号を平成６年８月号に発刊し 

て以来２５年間、１度も休刊することなく毎月刊行し、 

本年の７月号をもちまして３００号となりました。 

これも偏に日頃より原稿をお寄せ頂いている方、そして 

お読みいただいている皆様方の御協力のお蔭と感謝申 

し上げます。 

この度、３００号の刊行を記念して記念誌を作成する 

運びとなりました。１号から１５０号までについては平 

成１９年に記念誌を発行しておりますので、今回は１５ 

１号から３００号までを纏めたものとなります。 

詳細につきましては改めてお知らせいたしますが、御協 

力のほどよろしくお願いいたします。 

                  広報委員長 

 
 

  


